（北びわこ生産基準米用）
　　　　　　　作成年月日　　　年　　月　　日

生産計画
	【申請者】
	
	
	生産計画NO
	

	活動組織名
	北びわこ生産基準米生産者グループ
	

	ふりがな
	
	農作物名
(生産基準)
	水　稲
（　　　　　　　　　　　　　）

	栽培責任者名
	
	
	


	確認責任者名
	住　所
	電話番号
	団体名､所属､役職､職業等

	
	
	
	北びわこ農業協同組合

	
	
	
	営農指導員


１　作業計画
	作業名
	実施予定時期
	
	品種名
	

	播　種
	月　　　日から
	
	単収の見込み
	
	kg/10a

	耕　起・代かき
	月　　　日から
	
	出荷申込量
	
	kg/10a

	田　植　　直　播
	月　　　日から
	
	
	　　　

	中干し
	月　　　日から
	
	水稲苗の購入
	JA北びわこ　　　JA以外

	収　穫
	月　　　日から
	
	※　水稲苗を購入する場合はいずれかに○印


２　病害虫・雑草防除技術

（１）化学合成農薬を削減するための主な技術の内容　　　※　該当する技術名の□にチェックする。
	□温湯種子消毒　　□機械除草　　□除草用動物利用　　□生物農薬利用　　□マルチ栽培

	□その他　
	


（２）使用農薬（フェロモン剤、生物農薬等カウントしない農薬も含めて記入する。）

　ア　農薬の使用計画
	使用時期
	農薬名
（剤型等、商品名を正確に記入すること）
	化学合成農薬の成分数
	使用目的（主な適用病害虫雑草名）
	希釈倍数使用量

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	


　イ　上記農薬に代え､または追加して使用する可能性のある農薬のリスト

（のべ使用成分数が化学合成農薬の使用量の基準を超えない範囲内で､イの欄の農薬および当該年度の県農作物病害虫雑草防除基準の当該作物欄に掲載されている農薬が使用できる｡）

	使用する場合
	農薬名（剤型等、商品名を正確に記入すること）
	化学合成農薬の成分数

	
	
	

	
	
	

	
	
	


３　土づくり・施肥技術

（１）土づくり、化学肥料を削減するための主な技術の内容　　※　該当する技術名の□にチェックする。
	□堆肥等有機質資材施用（稲わらのすき込みを含む）　　　　□緑肥作物利用　　　　□肥効調節型肥料施用　　
□局所施肥　　　　□有機質肥料施用

	□その他
	


　（２）肥料の使用計画
	使用時期
	資材等の名称
（たい肥等の有機物や窒素成分を含まない資材などで、農薬以外に使用する資材を全て記入する。）
	窒素成分の割合
	化学肥料窒素成分の割合
	使用量
	窒　素
成分量
	うち化学肥料窒素成分量

	
	
	（%)
	(%)
	(kg/10a)
	(kg/10a)
	(kg/10a)

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	合　　計
	
	
	


４　環境配慮技術（琵琶湖・周辺環境への負荷削減、生態系保全・景観形成）

	
	技術の内容
	実施時期

	必須技術
	●水田からの濁水の流出防止
	

	
	　①あぜ塗り､けい畔ｼｰﾄの利用､けい畔の補修等による漏水防止対策を行う。
	月　　　日

	
	　②田植え時期前後に尻水戸､けい畔からの漏水がないことを確認する。
	月　　　日

	
	　③浅水代かき等により田植前(直播を含む)の強制落水を行わない。
	月　　　日

	
	●周辺環境に配慮した農薬の使用
	

	
	①種子消毒の廃液は適正処理する。
　　(廃液のでない種子消毒（温湯消毒､粉衣消毒等)を実施する場合は、右欄に「－」を記入）
	月　　　日

	
	②ほ場への農薬散布後１週間程度の落水､漏水を防止する｡
　　(農薬を使用しない場合は右欄に｢－｣を記入)
	月　　　日

	
	③液剤を使用する場合は、薬液が残らないように調製する｡やむを得ず残った場合は散布むらの調整等に利用する。　　(液剤を使用しない場合は右欄に｢－｣を記入)
	月　　　日

	選択技術
（２技術以上）
技術の名称

を記入
	
	月　　　日

	
	
	月　　　日

	
	
	月　　　日


５　環境と調和のとれた農業生産活動規範の実践

	　○　土づくりの励行

	　○　水田からの農業濁水の流出防止

	　○　適切で効果的・効率的な施肥

	　○　効果的・効率的で適正な防除

	　○　廃棄物の適正な処理・利用

	　○　エネルギーの節減

	　○　新たな知見・情報の収集

	　○　生産情報の保存


